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今年の春彼岸も終わり、少し時間ができましたの

で、私もサボり気味だった僧侶としての研鑽
けんさん

のた

め、時宗にまつわる史跡
し せ き

を巡
めぐ

ることにしました。 
まず目指したのは、四国のお遍路

へ ん ろ

さんの第 45番
札所
ふだしょ

でもある岩屋
い わ や

寺（愛媛県久万高原町）です。 
このお寺は真言宗

しんごんしゅう

（高野山）ですが、時宗
じしゅう

宗祖一

遍上人が「遊行
ゆぎょう

の旅」に出る直前に訪れた、時宗

にとっても縁
えん

の深い場所なのです。左写真はその

境内にある弘法大師
こうぼうだいし

をお祀
まつ

りしたお堂で、その背後には切り立った崖
がけ

があり、まさに修行

道場といった 趣
おもむき

のある場所でした。 

次に向かったのは、「福岡の市」という場所で、

岡山県備前
び ぜ ん

市にあります。この場所は、国宝に指

定されている「一遍聖絵
いちぺんひじりえ

」にも描かれており、一

遍上人の遊行を語る上では絶対に外
はず

せない場所

です。ただ観光地として整備されているとはお

世辞
せ じ

にも言える所ではありませんでしたが、ご興

味のある方はお参りしてみて下さい。現在は、左

写真のような祠
ほこら

と記念碑があるだけです。 

そして前回の不動心でもご案内した「遊行のお砂

持ち」（福井県：気比
け ひ

神社）も、雨の降る中だった

ようですが、無事に勤修されました。（右写真） 
この行事は 18年ぶりにお勤めされましたが、私は
所用でお参りすることができませんでした。しか

し、この度就任
しゅうにん

された遊行上人からは任期制
にんきせい

（７

年任期）となったため、この行事も必ず７年以内に

また行われます。ですから、その時は是非とも行っ

てみたいと思います。 

その他でも時宗には関係ありませんが、阿弥陀三尊
あ み だ さ ん ぞ ん

大仏で有名な小野市にある「浄土寺」

や、六甲山内にある旧摩耶山
ま や さ ん

天上寺跡などにもお参りしました。来月には、熊野古道
く ま の こ ど う

の高

野山ルートの下見に行ってきます。やはり現地に行くと、色々と感じるものがありますね。

またご報告させていただきます。 
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昨年より順次お知らせしております当寺院の樹木葬型新規区画は、先行案内として希望す

る檀信徒の皆様に契約または予約をしていただくことができました。また一般の方の契約

も予想以上にいただいており、昨今のお墓事情を推察することができました。 
当初は 5 年ほどで全ての区画が契約完了予定でしたが、もっと早くなるかもしれません。
まだお考え中の檀信徒の方がおられましたら、遠慮なく住職にお問い合わせ下さい。 

また当寺院舞子墓園使用者の皆様におかれまし

ては、工事中は大変ご迷惑をおかけ致しました。

上記区画は完成しましたが、これを機に今後１

年ほどは 
・「各階段の整備工事」 
・「南側のり面の石垣設置工事」 
・「各通路の補修工事」 
等を順番に行なっていきますので、まだしばら

くはご迷惑をおかけすることがあると思います。 
またゴミ収集場が小さくなりました（別紙参照）

ので、なるべく駐車場か南面通路のゴミ収集場

をご利用下さい。現在、別場所に新しいゴミ収集

場を計画しておりますが、そこは収集業者との

兼ね合いから再度神戸市と協議せねばならず、

合意まではしばらく時間がかかると思います。 
申し訳ありませんが、ご協力の程宜しくお願い

申し上げます。 
 

〔編集後記〕 
今年の５月ごろに息子の通う中学校から通達があり、「これまで学校の運動場などに除草剤を使用

してきましたが、今後は取りやめます。」とのことでした。また先日、神戸市営のひよどり墓園に行

った際に石屋さんがお話されていたのですが、「昔はこの辺はクワガタがいっぱい居ましてねえ、

よく採りに来たものです。」と。なぜ今は居なくなったの？と質問したら、やはり防虫剤や除草剤の

影響ではないか、とのこと。確かにうちのお寺の境内の桜も、春頃に防虫のための消毒をします。

これからは冒頭で書いた学校のような措置が増えていくのかもしれませんが、はたして人間と虫が、

昭和の頃のように共存できるのかなあ（もちろん、私はして欲しいですが…）     合掌 
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これからは、お寺もどんどん情報を発信します。 
とくに次世代をになう、若い⽅々・お⼦様たちに教えてあげて下さい。 


